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1. はじめに
本稿は認知言語学の観点から英語のオノマトペの象徴メカニズムを解明する試みで

ある。従来の英語のオノマトペ研究は辞書の記述に止まったように思われる。オノマ

トペ語嚢が羅列されたり、形態素のように説明されたりする。比喰に転じた現象が誌

とんど言及されていない。英語のオノマトペ（onomatopoeia）とは、ギリシア諾で音

と指示対象の連結で形成される言葉ということから示唆するように、擬音が基本的な

意味であり、事態との関にメトニミー・リンク（近接性）が介在している。日本語の

擬態語などは mimeticwordsとされ、音がないため揖象震のより高い、 f賞習イじされた

有縁性が関与している。本稿の対象は擬音起源をもっ擬音語を考察することにする。

本稿の目的は、まず、英語のオノマトペの特徴を概観し、擬音語の hamを敢り上げ

て認知言語学的な観点からその意味および意味拡張を考察することにする。オノマト

ペはただの擬音のことばではなく、比喰の側面およびその意味拡張のメカニズム

を明らかにすることにある。なお、本稿で扱う英語の擬音語表現は自常ではあま

り使われないと言われるが、その産出や用法を理解することによって f英語感覚

を培うj 点に意義がある。

2. 先行研究

2.1英語のオノマトペ現象

Lyons ( 1977: 103）は、 のイコン性（iconicity）を論じる紫、オノマトペ

(onomatopoeia）を言及している。 Lyonsによると、イコン性を二段踏分けることが

出来る。音声的な類似性をもつものは、一次的イコン性（primaryiconicity）とみな

す。英語の cuckooがそのー伊jである。そして、仮に owlがその鳴き声でフク口ウの

名前になったとする。後に owl（フク口ウ）のイメージから、 owlが“wise”や“wisdom”

を意味するようになった場合は、それが二次的イコン性に由来すると Lyonsはいう。

このような、二次的イコン性に基づく意味拡張のなかには、メタファー・リンクによ

る拡張も入っている。

そして、二次的オノマトペ（secondaryonomatopoeia）は二次的イコン註（secondary

iconicity）の特例だという。 Ullmann( 1962=84）は、必＂ther、 dodder、 quiver、

slink や gloom、 grumpy、 ma~予1kish、 slatte1てnly などを挙げている。後者の一群は
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なんとなく“ somephysical or moral quality usually unfavourable，，という意味をも

っという。ここまで発展すると、 sound帽 symbolism（もしくは、 phonaesthesia）に

罵する現象になる。以上から分かるように、従来の研究ではオノマトペと音象徴の現

象が新絶した現象として見ておらず、連続した言語現象として捉えられてきたのであ

る。

者象徴研究の一環として、特殊な語頭子音や語毘子音が特定な意味をもっという説

に至る（田守・スコウラップ 1999）。ただ、それはある種の動きを象徴するが、それ

らが絶対的な特徴とは言いにくい。ここでは、参考のために関守・スコウラップ（1999)

に述べられる、より探音語・擬態語らしい接辞や特徴の一部を簡単に表 1のように整

理する。

表 1 英語のオノマトペらしい接辞（接辞ということばは田守・スコウラップ

(1999）より援用した）

接辞 特徴 伊j

話” 速さ flick, flip, fling, flap 

SW” swing, swat, swipe, swoop 
gr- grumble, groan，只rout
欄 ash 突然の強い打撃 crash, smash, gash, bash 
幽ump 落下や衝撃 thump, bump, dump, slump 

-iggle giggle, higgle, juggle, niggle, sniggle, squiggle, wiggle, 
wriggle 

制 ety bumpity-bump, clackety-clack, clankety-clank, 
clappity-clap, clickety幽click,clipperty-clip, flippity-flap, 
flippity-flop, etc. 

ker- 強調 kerblam, kerblooie, kerchoo, kerchunk, kerflip-kerflop, 
kerflop, kerplonk, kerplunk, kerpow, kerslam, kerslap, 
etc. 

厳密にいうと、英語の onomatopoeiaという用語は基本的に動物の鳴き声や事物の

音を指すように使われている。日本語の擬態語ピ当たる語葉は、 mimeticwordsや

sound symbolismによる語糞だと解釈するのが通常である。 B本語と英語の用語の違

いがあるという点に註意しなければならないが、日本語のオノマトペ研究の文脈では、

捷宜上一括して両方「オノマトペJと呼ぶ。これが誤解を生じる基ともいえる。

2.2鶴訳に見るオノマトペ

日本語の擬音語・擬態語の語嚢と比べて英語の擬音語・擬態語には、それらしい音

韻・形態的特徴が見られないと言われている。それを浮き彫りにするために、以下で

は、「歩くJや「泣く j に関する日英の擬音語・擬態語を取り上げて比較する。

2.2.1 F歩く j と共起しうるオノマトペ表現

まず、日英擬者語・擬態語辞書から例を見る。表 1は尾野秀一（1984) IF自英擬音・

擬態語活用辞典』より引用し筆者が再編集したものである。
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表1 5本語の「歩く j 動詞と共起しうるオノマトペ表現とその英訳

日本語 英訳 Oxford English Dictionary, 2nd ed. 起源

オノマトペ＋動詞 動詞
walk: to travel or move about on OE 

foot. Also with advs. about, on, etc. 

えっちらおっちら歩く to struggle along 

さっさと 歩く to walk quickly 

すたすたと 歩く to walk hurriedly 

せかせかと 歩く to walk弓uickly

そっと 歩く to step softly 

そろそろと 歩く to walk leisurely 

waddle: to walk with short steps, 不明

ちょこちょこ 歩く to waddle 
swaying alternately from one leg to 
the other as is done by a stout 
short-leizized oerson. 
trudge: to walk laboriously, wearily, 不明
or without spirit, but steadily and 

てくてく 歩く to trudge 
persistently；冗ojog on; to march 
heavily on’G.). Sometimes merely an 
undignified equivalent of ‘walkらζgo
on foot'. 
trot: to go or move quickly; to go ME. 

とことこと 歩く to trot briskly or busily; to bustle; to run. Old 
French 

lumber: to move in a clumsy or ME 

どしどし 歩く to lumber 
blundering manner; in later use only, 
to move heavily on account of 
unwieldiness of bulk and mass. 
stomp: usually 'stump二towalk MLG, 

どしんどしんと 歩く
clumsily, heavily, or noisily, as if one Du 

to stomp along 
had a wooden leg./ To knock on the 
floor in walking. 

とっとと 歩く to walk quickly 

とぼとぼと 歩く to plod plod: to knock on the floor in walki 擬音

のそのそ 歩く to walk languidly 

のそりのそりと 歩く to lumber slowly 

のっしのっしと 歩く to walk heavily 

pit-:}feat: An imitation of the repeated 擬者
。主 aternated sound made by the 
strong beating or palpitation of the 

ばたばた 歩く to walk pit-a-pat heart in excitement or emotion; also 
of that of light or rapid footsteps, or 
of similar alternating or reiterated 
sounds. 

ふらふらと 歩く to walk unsteadily 

stroll: to walk or ramble in a careless, 不明

ぶらぶらと 歩く to stroll 
haphazard, or leisurely fashion as 
inclination directs; often simply to 
take a walk. 

ふらりふらりと 歩く
to sway as one 
walks 

ぶらりぶらり 歩く to stroll leisurely 

swagger: to behave with an air of 
ふんぞり返って 歩く to swagger superiority, in a blustering, insolent, 

or defiant manner; now esρ. to walk or 
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car巧roneself as if among inferiors, 
with an obtrusively superior or 
insolent air. 

ゆっくり 歩く to walk slowly 

ゆるゆると 歩く to walk leisurely 

よたよた 歩く to stagger 

toddle: to walk or run with short 不暁
unsteady steps, as a child just 

よちよち 歩く to toddle beginning to walk, an aged or invalid 
person; also said of a similar walk or 
run of any animal. 

よぼよぼ 歩く to walk unsteadily 

よろよろと 歩く
to stagger heavily 
as one walks 

「歩く Jはmotionverbである。日英両言語においては移動動詞に組み込まれる要

素が異なる（TalmyU:27）。 1 簡約すると、日本語の移動動調は「経路Jが組み込ま

れるのに対し、英語は「様慈j が組み込まれる。ゆえに、日本語では fオノマトペ＋

動詞jという形を取るが、英語の場合は「mannerJが動詞に組み込まれるため、動

詞一つでその意味を表す（TalmyII 2000:60）。このことは、表 1の例文からも確認で

きる。 Talmyの移動動認に関する考え方は図 1のように示す。

[Figure Moti~n P~th Ground］践的ionevent やRelation

Precursion 

Enablement 

Cause 

[Event] co・even

Move I 

BELOC I 

: Japanese V roots 

English V roots 

図 1 昌英移動動認の結合要素、

主主anner

Concomitance 

Subsequence 

Talmy 2000 n:2sを改編したもの

1 Talmy 2000 (vol.2）によれば、タイポ口ジー的な観点から移動動詞は三種類に分類できる。それ
ぞれ motion+ path、motion÷co・event、motion+ figureである。英語は Imotion+ co・eventJ
タイプの一例であり、自本語は Imotion + pathJタイプである。 Imotion÷co・eventJタイプの他
の言語は、ラテンロマンス系以外の Indo－おuropean言語、 Finno-U gric, Chinese, Ojibwaと

Warlbiriなどがある。 Imotion÷pathJタイプの言語は、 Romance,Semitic, Korean, Turkish, 
Tamil, Polynesian, Nez PerceとCaddoなどが挙げられる。
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そして、表 1から「歩く j と共起しうる表現は、必ずしも を伴うわけではない

ということがわかる。音声の描写があったり様態の描写だ、ったりする。それを反映し

ているかのように英語の表現のなかで、 OEDで明らかに f探音Jと確認できるのが

plodとpit-a下 atだけである。

5本語のオノマトペ表現は、音声のドメインのみに関わっているわけではなく、速

度のドメインや様態のドメインにも関わっている。その関捺は図 2のように示すこと

ができる。

い さっさと歩く… walkquickly 

せかせか歩く…walkquickly 

とっとと歩く…walkquickly 

とことこ歩く－－－trot

すたすた歩く…walkhurriedly 

歩く

walk I のそのそ歩く…walklanguidly 

のそりのそ

ゆっくり歩く…walkslowly 

ゆるゆる歩く－－－walkleisurew 
く音のドメイン＞

ぶら戸らり歩く揃叫山i悶均
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関 2 f歩く j に関する日本語と英語オノマトペ語葉分布

国 2で示したように、速度が速ければ通常、歩く音が小さくなる。速援が遅いと疲

れる接態や物体の重さと相関しやすくなる。様態ドメインのなかでさらに疲れや無目

的、不安定な状態といったサブドメインが考えられる。厳密に蓄えば、サブドメイン

の範翻が広く、関かれたカテゴリーとして考える。

2.2.2 f泣く j と共起しうるオノマトペ表現

続いて、「泣くj と共起しうるオノマトペ表現を考えてみる。 f歩く Jと比べて「泣
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くjのほうがより擬音的だと推測できる。表2は、表 1と同じく尾野秀一（1984)w日

英擬膏・擬態語活用辞典Jより引用し筆者が再編集したものである。

表2 日本語の「泣く J動詞と共起しうるオノマトペ表現とその英訳

日本語 英語 Oxford English Dictionarぁ2nded. 起源

オノマトペ＋動詞 動詞

bawl: to shout at the top of one’s voice, med. 

あーんあーん 泣く to bawl 
with a loud, full, protracted sound; to cry 
loudly and roughly, to bellow. Often Latin 
emphasized by out. 

blubber: to weep effusively; to weep and 擬管

おいおい 泣く to blubber 
sob unrestrainedly and noisily. (Generally 
used contemptuously and in ridicule for 
ζweep’．） 

おぎやーと2 泣く to mewl 
mewl:to cry feebly, whimper, like an 擬音
infant;to make a whining noise. 

おんおん 泣く to bawl 
screech: to utter a sharp, piercing cry, as 擬音

き一きー 泣く to screech 
of pain or alarm; to scream or call out with 
ashrill voice; also occas. used trans}. of 
inanimate things. 
cry: intr. To utter inarticulate 
exclamations, esp. of grief, lamentation, or 

ぎやーぎやー 泣く to cry 
suffering, such as are usually accompanied 
with tears; to weep and wail. This passes in 
later use into:To weep,shed tears; used 
even where no sound is uttered. 

さめざめと 泣く
to cry 

bitterly 
sob: to catch the breath in a convulsive 擬音

しくしく 泣く to sob manner as the result of violent emotion, 
esp.ヌrief;to weep in this fashion. 

はらはらと to shed 

涙を流して泣く cop10us tears 

ひーひ一 泣く to pule 
pule:to c巧rin a thin or weak voice, as a French 
child; to whine,to cry in a querulous tone. 擬音

whimper: to utter a feeble, whining, 擬音
めそめそ 泣く to whimper broken cry, as a child about to burst into 

tears; to make a low complaining sound. 

わーわー 泣く to cry noisily 
howl: Of a human being: to utter a similar 議音
sound; to utter loud and doleful inarticulat 

わんわん 泣く to howl 
e cries; to wail, lamentョesp.with pain. In 
modern use often somewhat 
contemptuously applied to any c巧rof pain 
or distress. 

わーんと 泣く
to cry one’s 

heart out 

2 fおぎやーと泣く j は実際英語の mewlとはイメージが合わない。
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表 2の英訳は日英辞書から引用したものだが、いくつかの対訳が気になる。椀えば、

「あーんあーん泣く Jという表現は通常子挟の泣き方を喚起するが、その対訳の bawl

は、大人が恐締や苦痛のため f悲鳴を上げるj時にも使える。また、「おぎやーと泣く J

も「赤ん坊の元気な泣き声Jと通常解釈されるが、その対訳の mewlは実際「赤ん坊

の弱弱しい泣き声Jと考えられる。この対訳のズレに関して更なる考察が必要である。

「泣く j 事態は殆どの場合、音声を伴うため英語の表現でも擬膏起源の言葉が多用

されている。以上事例から分かるように、日本語の擬音語・擬態語はおおむね IABABJ

という反復のコンストラクションを有しているため、比較的認識しやすいが、英語の

場合はそうではない。しかも、 E本語ではオノマトベを持って表現する擬態の部分は、

英語では、様態、動詫をもって表現するという点も注目しなければならない。間言語で

は「擬音語・擬態語j の概念について一致しないところが多い。

泣く

cry 

い あーんあーん泣く－－－ bawl 

おんおん泣く…bawl

わーわー泣く…crynoisily 

ぎやーぎやー泣く…cry

おいおい説く－－－blubber

しくしく泣く…sob

さめざめ泣く…crybitterly 

めそめそ泣く…whimper

・・岨mewl

国 3 f泣く j に関する自本語と英語オノマトペ語麓分布

図 3で示したように、泣き声の音量とその泣く様態が密接に関わっている。以

上の考察から日英のオノマトペ表現の形の違いが明らかになった。しかし、英語

のオノマトペが実際どのように使われているか、その振る舞いをより深く理解し、

その象徴メカニズムを解明するためには、個々のオノマトベの意味の考察が不可

欠である。
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3. 認知言語学の観点から
本稿は、認知言語学の観点から英語の擬音語・擬態語の象徴メカニズムを考察

する。まず、言語発達・経験基盤の観点から、そして比喰の段階性の観点から考

える。

3.1 言語発達の観点から見た英語のオノマトペの特徴

一般的に言語発達において、幼児が鴫語期を経てから少なくともさらに三つの

段階を経ている（Werner& Kaplan 1963）。発声の諸特性（音声、高低、強弱の変

化など）と、その発声が描出する事象の諸特性が分化してゆくという点から見れば、

この分化の過程には、発生理論と経験的観察結果に基づいて、 ( 1 ）自然的擬音的措

出活動（naturalistic-onomatopoeticdepiction) ( 2）相貌的措出活動（physiognomic

depiction) ( 3 ）墳用的表示活動（conventionalrepresentation）という継起的な三

段階が観察される（Werner& Kaplan 1963，訳書 1974:102）。なかでは、自然的

擬音的描写活動というのは擬音的現象であり、桔貌的措写活動というのは音象徴的現

象である。

幼児の擬音的現象とはいうが、実際、擬音的パターンがその言語に特徴的な正確さ

を具えていなければならないという。 Werner＆五aplan(1963）では、様々な例がある

が、簡単に引用しておこう。以下の例はドイツ語の例である。

他方、調音器官の＜構え方＞によって様々の相貌性を描出する例も多く

観察されている。たとえば、言語病理学者の Kussmaul(114,p.49）がほと

んど毎日観察していた生後一歳半になる男児は、ボ…jレや銅貨や輸などの

丸くて転がるものをすべて gollohという音声でさした。舌を《丸めて》発

するこの音声パターンは、転がる事物の音をまねているばかりでなく、舌

を丸めることでその事物の運動をも真似ているように思われる o

Kussmaulはまた、言語学者の steinthalが自分の一歳半の娘について行

った同様の観察結果を引用している。それによれば、その子は「樽Jのこ

とを lululuと呼び、 Steinthalはこれを模倣パターンであると解釈したと

いう。 （訳書 1974:108) 

Kussmaulが転がる様子を gollohと言っているのは興味深い現象である。実際日本

語でも転がる様子をコロコロ／ゴ口ゴロと表現しているのである。そして、幼児がその

事物の音を真似て、その擬音語がそのものの名前として使用したりする。

英語のオノマトペの全体像を摺むために、英語の漫画から使用された探音語・

探態語表現を検証する。今回使用したデータは web上で公開された、英語の漫画

から採集したオノマトペの語葉集である（cf.APPENDIX I)。

APPENDIX Iにおいて、出典は英語の漫画 75冊、延べ数合計 1358事例。

表3 語嚢化された語糞の比率
諾葉化された数｜一音節（全体における比率） iニ音節（全体における比率）｜三苦節（全体との比率）

122 I 109 (89.34%) I 11 (9%) I 2 (1.6%) 
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オノマトペには臨時語が多数ある。延べ数 1358のうち、辞書で確認された語繋が

「語棄化Jされた語糞とみなす。そして調べた結果、今圏のデータにおいて 1音蔀が

全体の 89.34%を占めた。 1音節が擬膏語の特徴だと言える。この点は言語発達の観

点から理解しやすい。つまり、ケルト語、宗教・学術用語のラテン語、宮廷用語のフ

ランス語の影響で変容した英語は事態の音を真似て語養化する際、日常会話に患II染み

やすい 1音節（単音節）を使用する傾向が見られる。（cf.APPENDEX III) 

また、意間的に作られた「綴りのズレjも特徴のーっといえよう。例えば、 click,klik, 

klink ; knock, knok, nok ; crack, crak, krack, krakkなどが見られる。通常、前者が

語葉化された綴りであるが、綴りのズレた後者を用いて、より「擬音的Jな表現とし

て使う。

さらに、音節の長さを強調することにより、意味の強調を表す傾向も見られる。例

えば、 beep,beeeep, beeeeep ; ow, oww, owww, owwww ; boom, boomm, booom, 

booomm, booooom ; poof, pooooofなどが挙げられる。この点は、自本語のオノマトペ

においても同じことが言える。

3.2 比喰の段階性の観点から－hamを例にして

擬音語に由来する諾棄の用法を検証しその意味拡張の実態を明らかにする。ここで

はhamを例にする。 OE Dによると

hamは（brem)[Echoic.] 

An interjection imitating the sound of a hard blow. 

1922 JOYCE Ulysses 109 Barn! expires. Gone at last. 1962 Spectator 25 May 674/2 Think 

of the United States as a 3,00かmile-broadcomic strip where significant occasions go barn, 

pop and zowie. 

実際hamがどのように使われているのか、その実態をインターネットで検索してみた。

以下の例文はすべてwebから採集した例文である。なお、 hamは、漫画においてどのよ

うに使われるか、『漫画で楽しむ英語擬音語辞典』（1985）では示されている（cf.

APPENDIX II)。

( 1 ) The police hammed on the door with a battering ram. 

（・・・ドアをどんどん／パンパン／パン／ガン／！とン／ドカン／ボカンと叩いた）

( 2 ) When Harrah’s headliner Jimmy Hopper started performing, Legasse, who 

attended Juilliard School of Music to be a percussionist, hammed the 

drums. 

（・…ドラムをドンドン／ガンガンと叩いた）

( 3 ) Luke hammed the table with his fist. 

（・・・拳でテーブルをドン／パン／ガン／ドカン／ボカンと叩いた〉

hamの意味分析するにあたってまず hamの理想認知モデルを考えてみよう。理想、

認知モデル（ICM: Idealized Cognitive Model) はG.Lakoff (1987）が提唱した事
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物の認知図式である。 ICMの形成はその社会の成員の経験に基づいているため、経験

基盤主義である。通常、種々の背景的要因をもとに、単純化・理想化して対象を捉え

る知識モデルを、理想認知モデルと呼ぶ（cf.辻編 2002:252）。 ICMはフレーム、ス

キーマなどといった考え方と共通し、プロトタイプ効果やカテゴリー構造など他の関

連した諸概念を説明することができるとされる。意味のネットワークを形成する際に、

ICMをもとに発展したメトニミー・リンク（時空間の近接性によるもの）やメタファ

ー・リンク（類似性によるもの）が重要な働きをする。

( 4) <hamが使われる事態の ICM>

前提条件：何か固い物体(lrn）が帯在する

前 半：誰かが、あるいは何か（tr）がその物体とぶつかる

中 盤：ぶつかつて大きい音を出す

後 半：物体（lrn）が影響を受ける（ぺちゃんこになる可能性がある）

終了点：苦が治え、静止状態に戻る

認知言語学においては、際たつもの（移動するもの）が trajector(tr）、背景にな

るものが landrnark Orn）と規定している。

( 5) <hamのICMの諸側面＞

＜事態の膏＞：大きなす7撃音

< trajector ＞：人か固いもの

<landmark＞：囲いもの

<trの動作＞：動作あり

<trの様態＞：力いっぱいで

<Imの様態＞：大きな影響（ダメージなど）を受ける

(1）から（ 3）の文はいずれも日常的な経験であり、基本的用法である。そうい

った経験から（ 4）と（ 5）の ICMが形成される。

( 6) The dictionary fell onto the floor with a ham. 

（ドサッ／バン／ドスン／パサッと沫に落ちた）

( 6）の事態を bamの ICMと燕合してみる。

表4 hamの ICMの諸傑富 (6）における hamが使われる事態

＜事態の音＞ 大きな打撃音 大きな落下膏

<trajector> 人か国いもの 本

<landmark> 盟いもの 床

<trの動作＞ 動作あり 落下

<trの様態＞ 動的：力いっぱい 動的（dynamic)

<Imの様態＞ 衝撃、大きな影響を受ける 衝撃を受ける

もともと打撃音を表す hamは落下音を表すようになる。音の類似性からだと思わ



f雲語科学論集』第 10号（2004) 109 

れる。

( 7 ) The person to the left has to take the card unless they have the king, which 

means you get "hammed＇’and have to take another shot and keep your 

card. 

（・・・集けということで罰の一杯を飲まなければならない・・・）

( 8) The school has won five championships, more than any other school. This 

year, however, Bama was hammed in a regional competition. 

（ぼろ負けした／打ちのめされた）

(7) (8）は受動構文のため、 trは衝撃を受けるほうへ移る。同じく hamの ICM

と照合してみる（表 5）。

表 5 hamの ICMの諾側面 (7)(8）において hamが使われる事態

＜事態の音＞ 大きな打撃音 無し

<trajector> 人か国いもの ポーカープレーヤ、バスケットチーム

<landmark> 爵いもの ライノてJv
くなの動作＞ 動作あり ゲームに参加する

<trの議態＞ 動的：カいっぱい 静的、抽象的

<Imの様態＞ 衝撃、大きな影響を受ける 大きなダメージを受ける、負ける

5から分かるように、実際の打撃音という側面が消えて、具体的な事態を揺

ることから、抽象的な事態、を描写するようになる。 hamの ICMと一致する点

は負けることにより「大きなダメージを受ける、衝撃を受けるj という点だといえよ

つ。

( 9 ) Dessert was vanilla ice cream with a strawberry sauce and fresh 

strawberry garnish. We made each plate and garnished them like a 

gourmet restaurant. I even’＇bammθd" each plate with chopped garnish. 

They loved the meal. 

（・・・（力を入れて〉どんと飾った） 3 

表6 barnのICMの諸傑面 (9）において hamが｛吏われる事態

＜事態の音＞ 大きな打撃音 無し

< trajector > 人か盟いもの 人

<landmark> 居いもの 思

<trの動作＞ 動作あり 動作あり、飾る

<trの様態＞ 動的：力いっぱい 動的、カを入れてどんと

<lmの様態＞ 密撃、大きな影響を受ける surpriseさせる

表6から分かるように、（ 9）の事壊は hamのICMの様態と一致する。要するに、

3 ( 9 ）の bam=spice up with chopped garnish。その動作はthrowgarnish on platesと動作的
に叡ているが、 throwを疫う場合は愛需が感じられないという。なお、アメワカの料理番組の名シ
ヱフ EmerilLagasseがこの bamを愛用していることはよく知られている。
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「力いっぱい→力を入れてどんとやるj という点である。そして、 ICMのなかの f衝

撃」という点は「surpriseJ という意味に変わる。二つのドメイン間のメタファー・

リンクだと考えられる。

( 1 0 ) Audiences are匂ammθd"byMaria Bamford. 

（・・・圧倒された／が～んとなった） (hammed = amazed) 

( 1 1 ) The kids just get hammed on the music and words. 

（・…すっかり心が奪われた） 4 

表 7 hamのICMの諸側面 (10)(11）においておmが痩われる事態

＜事態の音＞ 大きな打撃音 無し

< trajector > 人か窟いもの 聴衆、観客、子供

<landmark> 囲いもの 歌手、歌

<trの動作＞ 動作あり 聞く

<trの様態＞ 動的：力いっぱい 動的

<Imの様態＞ 衝撃、大きな影響を受ける 衝撃、 overwhelmed

(10) (11）では、 bamほ完全に心理的な状態を描写することになる。 bam

のICMと照合してみると、様態の側面で「衝撃を受ける→圧倒jされる（overwhelmed)J 

というメタファー・リンクが働く。例文のなかに、さらに（ 1 2）のような事態にも

hamが使われる。

( 1 2) All of a sudden, ham! I was 30! 

（・…突然、がーん、私は 30となった！）

(hamは爆発のイメージで、突然さを強調している）

表 8 hamのICMの諸側面 (12）において hamが使われる事態

＜事態の音＞ 大きな打撃音 無し

< trajector > 人か国いもの 人

<landmark> 酉いもの 無し

<trの動作＞ 動作あり 動作無し

<trの様態＞ 動態：カいっぱい 静的（non-dynamic)

<Imの様態＞ 衝撃、大きな影響を受ける 衝撃、突然

( 1 2）の hamの事態は、実際強打のイメージ（自本語の fがーん」のようなイメ

ージ）だけでなく、爆発のイメージもある。魔法がかけられて突然現れるイメージさ

えある。 (12）の文が一番しっくりくる、ぴったりだという。 5

以上のことを考慮して hamに関する ICMをもう一つ考えなければならないことに

なる。すなわち、（13）のような事態である。

4 (11）において、もy’の場合は passiveの意味が強く出るのに対して、‘on’の場合はその膏楽に f乗

っているj意味がより強調的という）。
5 アメリカ・カナダ人のインフォーマントによる。



( 1 3) <hamが使われる嬢発の ICM>

前提条件：侍か嬢発物（tr）が容在する

前 半：嬢発する

中 盤：同時に大きい音を出す

後 半：物体（lm）がダメージを受ける

終了点：音が消え、静止状態に戻る

( 1 4) <hamの爆発 ICMの諾側面＞

＜事態の音＞：大きな嬢発昔

<trajector＞：嬢発の可能性のあるもの

<landmark＞：人かモノ

<trの動非＞：動作あり

＜むの議態＞：力いっぱい

<Imの様態＞：：衝撃、大きなダメージを受ける
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強打のイメージにせよ、爆発のイメージにせよ、 hamという擬音語で喚起される意

味は恐らく「衝撃、突然Jという感覚であろう。二つの事態の関捺が、図 4のように

示すことができる。 hamに関わる二つの ICMが存在するということは、オノマトペ

表現の援雑さを意味することにもなる。一つの探音語で複数の事態を喚起しうること

が、 hamの事例から示唆された。そして、どのような複数の事態が、どのようなオノ

マトペで喚起されうるかについて、擬音的な特徴によるものもあれば、ある文化社会

の決まりで定められるものもある。 6

図4 hamによるニつの事態の喚起とその共通点

以上の考察から、 hamは単なる者の真似ではなく豊富な比喰表現でもあるというこ

とがわかる。以下の国 5をもって hamの意味ネットワーク及びその多義性の発生経路

を表現する。ちなみに、メトニミー・リンクとは場面の時空間の近接性によるリンク

のことであり、メタファー・リンクとはドメイン間の類似性によるマッピングのリン

クである。

6爆発音に関して、他の英語のオノマトベもある。 {Jijえば、 boom,bomb, bang, blam, whamなど

が挙げちれるが、その使い分け・棲み分けについて本稿では雷及できないが、部の機会に譲る。
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<barn> 

囲いものを叩く音、

ぶつかる音、

<barn> 

嬢発の音

メトニミー・リンク

メタファー・リンク

4. 結語

部面 1

強五 一 一＋

／ 
例（1)(2)(3)(6)

側面 2 一一一＋

ぺちゃんこ

ヤ＼側面3 一
力いっぱい

大きなダメージを受ける、負ける

例：（8)Bamawas hammed in a regional 

competition. ［例（7)]

圧倒される

例：（10)Audiences areもammed"byMaria 

Bamford. ［例（11)]

カを入れる

例：（9)Iもammed"each plate with chopped 

garnish. 

側面4

翠主
一一一＋ 衝撃を受ける、突然

伊tl: (12) All of a sudden, ham! I was 30! 

（爆発音を喚起する）

図5 hamの意味拡張図

本稿の考察で少なくとも以下のことが主張できるだろう。

告本語の擬音語・擬態語の表現形式と英語の擬音語・擬態語の表現形式は必ずし

も一致するものではない。日本語の「オノマトペ＋動詞Jという形式は擬音も擬

態も可能だが、英語においては「様態動詞」一つで表現することが多い。ただし、

「walkpit-a下atJ のように rpit-a下atJ のような特殊形態をもっ擬音・擬慈表現

もある。

オノマトペ語葉の意味拡張のプロセスを解明するなら、明らかに擬音のルーツを

もっ語葉から考察すべきであろう。そこで、外部世界との相互作用の一部として、

環境と共振しながら意味を読み取り、解釈する人間の認知能力が浮き彫りになる

からである。そして、認知言語学の手法から舘々の擬音語・擬態語の理想認知モ

デルおよびその諸側面を考慮することにより、メトニミー・リンクやメタファー・

リンクを介してその多義の意味ネットワークを明らかにすることができる。護雑

な振る舞いをもっ副詞（オノマトベ）の言語現象を解く一つの鍵となる。

r walkJ の代わりに、「trudge、toddle、waddleJ などのような英語の f様態動

詩j が存在しており、それらの喚起するイメージはいきいきしている。日本語の

オノマトペと並行して勉強したほうが効果的だと主張する。訳読的英語教育では

なく、英語表現に含まれるオノマトペの自英表現のニュアンスを英語学習者に伝

えたい。本稿は英語学習意欲を盛り立てる動機付けになると信じる。

＜議辞＞

本発表を作成するにあたって以下の方々から大変有益なアドバイスをいただいた。
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児玉一宏氏、青木真喜子氏、 KanokoHarada、GoroHarada、JulieHarada、Samuel

Young Chung諸氏に、感諜の意を串し上げたい。
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APPENDIX I 

A Dictionary of Comicbook Words on Historical Principles 

Compiled & Edited Under the Careful Supervision of Kevin J. Taylor 

http ://collection.nlc七nc.ca/100/200/300/ktavlor/kaboom/Kaboomhome.htm

筆者がデータを整理しそのデータファイルの一部（抜粋）を提示する。

BAH 
[Bobby Sherman #6, 1972] An exclamation of surprise: [Captain Marvel 
vol.I #42, 1976] An exclamation of disdain 

BAHWAHHH註
[The Adventures of Bayou Billy #4, 1990] The sound of a vehicle 
downshiftinヌ
[Attack #41, 1983] The sound of a gunshot; The sound of an explosion: 

BAM 
[Prototype vol.1 #6, 1994] The sound of a door being kicked in: [The Ren 
and Stimpy Show #6, 1993] The sound made by a punch: BAMM 
fCaptain Atom #7] The sound of a gunshot 
[The Adventures Of Tintin: Explorers On The Moon, 1954] The sound of 

BANG a gunshot: [Madballs vol.1 #7, 1987] A mechanical sound caused by a 
sudden impact 

BANG CRASH 
[Archie #407, 1993] A sound describing the loud sounds ofrock music 

BOOM 

BAOOOM 
[The Twisted Tantrum of the Purple Snit #1, 1980] The sound of 
bazookafire 

BA OUM [Batmanが502,1993] The sound of weaponfire 
BAP fG.I.Joe vol.1 #61, 19871 The sound of an object beinヌstruck

BAPP 
[The Adventures of Bayou Billy #4, 1990] A punching sound; A kicking 
sound 

BAS註 [Madballs vol.l #7, 19871 The sound of a collision 
BBBARRROOOMM [Crackbusters #1, 1986] The sound of an explosion 
BBBDROOM [Ralph Snart Adventures vol.5, 19931 The sound of a car motor 

B-DAMM-D田D
[New Kids On The Block: Magic Summer Tour, 1990] The sound of 
thunder 

BDOK f Captain Marvel vol.l #42, 197 61 The sound of a kick in the head 
BDOW [Captain Marvel vol.I #42, 1976] A hitting sound 

[The Adventures Of Tin tin: Explorers On The Moon, 1954] The sound of 
a radar signal: [The Punisher: War Zone vol.I #1, 1993] The sound of a 
telephone answering device message indicator: [Man of War #8] The 

BEEP sound of an intercom alert: [Ripley’s Believe It Or Not: True Ghost 
Stories #53, 1975] The sound of a roadrunner: [Mantra vol.I #5, 1993] 
The sound of a school bus horn: BEEEEP also BEEEEEP [Dare Devil 
#2771 The sound of a car horn 

BEEEEP see BEEP 
BEEEEEP see BEEP 

2 

4 v 

2 v 

1 

v 
1 

1 

1 

6 v 

1 



『言語科学論集3第 10号（2004) 115 

APPENDIX II 出典：『漫甑で楽しむ 英語擬青語辞典~ (1985) 

boh llxl". I副主1に， タ.，，， ψ クソ ・： I~・ー語、

桔k 11.•i.•1 ゲアデ》 ω 今＞ Y l'NU'ti,1民l・が：CJi.lf..1
r.•·1(/:Y.J .~1‘：，ι滋＇l<Jll'<'>i~·f1ち官E

bo符y 11iw穆jバー“ンガ・・：＇ }!y ~：11 ：；パ·~ ,. 

lll I ll 

bom llr.<(:l叫.J '''・ ：：，~· l：γ ドカンポカ y

開 1osh （•創出：）IJ ')fγヤン グVシャJ ド：りン

パキク t破事！·~ff.'l(J:-l(<Ji通滅的事・鮮総



116 呂佳蓉：英語のオノマトペの象徴メカニズム

APPENDIX III 

Appendix Iのデータに見られる、語棄化されたオノマトペの一覧表（122words) 

語棄化 F幡工OP v SNORT v 

AH n FRAP v SOB v 

AHEM n FUMP v SOCK v 

AHA n GLUB v SPANG v 

BAM v GLUG v SPLASH v 

BANG v GURGLE v SPLAT v 

BASH v HONK v SPLOOSH v 

BEEP v HOOT v SP LOSH v 

BIFF v JEEZ v SPLUT v 

BLAM v KLOP n SQUIRT v 

BLAP v KNOCK v SQUISH v 

BLAT v 五WNCH v SWOOP v 

BLUB v OOOPS n SWOOSH v 

BONG v OUCH n TANG v 

BONK v PHEW n TAP v 

BOOM v PING v THUD v 

BOP v PITTER欄 PAT v THUMP v 

BIミACK v PLASH v THUN瓦 v 

BTOOOM n PLINK v THWACK v 

BUMP v PLOP v TICK v 

BURR v PLUNK v TING v 

CHOMP v POOF v TINKLE v 

CHONK v POP v TROMP v 

C狂OP v POT v TUNK v 

CLACK v POW v TWANG v 

CLANG v PUNCH v WHAC五 v 

CLANK v RAP v WHAM v 

CLAP v RATATAT n W百ANG v 

CLICK v RAT司TAT n WHAP v 

CLINK v RING v 明THIP v 

CLONK v RIP v W百OMP v 

CLOP v ROLL v WHUMP v 

CRACK v RUl¥在BLE v WUMP v 

CRASH v SCREECH v YAHOO v 

CRUMP v SHRIE五 v YEOW ロ

CRUNCH v SIZZLE v YOO HOO n 

DASH v SLAM v ZOWIE n 

DINGDONG v SLAP v 

DUNT v SLURP v 

FEEP v SMACK v 

FIZZ v SMASH v 

FLASH v SNAP v 

FLICK v SNIFF v 




